
２ 「記録の対象」の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ３ 「確認等」の手順へ 

 

要望等の聞取り 

要望等への対応方針が業務上明確である

が、それ以外の対応を求められる場合 

不正な要望等の場合 

確立している対応方法を説明する。 不正な要望等であること

を告げる。（拒否する） 

記録の対象 

拒否しても引続き要望等がある場合で

不当要求行為に当たる場合 

「職員等の公正な職務の執行の確保に関する

条例」に基づき対応 

 

要望内容等を「要望等記録票」に記録 


